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井
前
掲
書
所

収
）

や、

 
サ
ー

ビ

ス

系、

 
ア

ク
テ
ィ

ビ

ズ
ム

系
、

 
ダ

イ

ア
ロ

ー
グ
系
（

大
谷
栄
一
、

稲

場
・

櫻
井
前
掲
書
所
収）

に

大
き

く
三

分

類
す
る
こ

と

も

有
効
と

思
わ

れ
る
。

　

社
会
貢
献
の

形

態
と

し

て

は
、

企

業
の

場
合、

 
寄
付、

 
自
主
プ

ロ

グ
ラ

ム
、

 
従

業
員
の

社
会
参．
加
支
援
の

分
類
が
一

般
的
で

あ
る

。

こ

の

活
動
主

体
に

よ

る

形
態
の

分
類
に

、

活
動
場
所、

活
動
頻
度

、

活
動

対
象

を

い

れ
て

、

包
括
的
に

、

宗
教

団
体
に

よ

る
社
会

貢
献
活
動
の

形
態
を

整

理

す

る
と

以

下
の

よ

う
に

な

る
。

 
場
所
h

教
団

施
設

内

／
教
団
施
設

外、

 
頻
度
”

継
続

／
要

請
に

応
じ

て

／
緊
急
災
害
時

、

 
主

体
凵

教

団

／
外
部
組
織
と

共

同
／
外
部
組
織
を

支
援
（
資
金

的

援
助）
、

 
対

象
冖

教
団
内
の

人
／

教
団
外
の

人
／

社
会
一

般。

　

ピ

エ

ー

ル
・

ブ
ル

デ
ュ

ー

は
、

か

つ

て

「

学
者
が

伝
統
的
に

自
己

に

課

し

て

き
た

慎
み

か

ら
脱

却
す
べ

き
で

は
な
い

で

し

ょ

う

か
」 、

「

社
会
参
加

型

の

知
を
生
み

出
す
た
め
に

は、

実
際
に

は

学

問
性
の

規
則
に

従
っ

て

自

律
的
に

研
究
し
な

け
れ
ば

な
り
ま

せ

ん
。

社
会
参
加
を

伴
う
学
問

性
で

あ

る

べ

き

な
の

で

す
」

と

語
っ

た
（
「

研
究
者
の

社
会

参
加
に

向
け

て
」

『

ル

・

モ

ン

ド
・

デ
ィ

プ
ロ

マ

テ

ィ

ー

ク
』

二

〇
〇
二

年
二

月

号）
。

宗

教
の

社
会
貢
献
活

動
研
究
も、

社
会
参
加
を

伴
う
学
問

性
で

あ
り

た

い
。

そ
し

て
、

そ
の

社
会
参
加
の

あ
り

方
は

多
様
で

あ
り
た
い

。

　
「

宗
教
の

社
会

貢
献

活

動

研
究
プ

ロ

ジ
ェ

ク

ト
」

（

げ

茸

罰
＼

＼

需

皀

菩凶
F

宮
p。

ヤ
巳
h

亳
bo

筥
＼

ω

o

曽
＼）

社
会
的
宗
教
と

他
界
的
宗
教
へ

の

序
章

　

　
　

　

ケ

ン
・

ウ
ィ

ル

バ

ー

論
か

ら

ー
−

ー
津

城

寛

文

　

宗
教
学
も

、

他
の

諸
学
と

同
様、

さ
ま

ざ
ま

な

下

位
分

野
に

分
か

れ

て
、

そ
れ
ぞ
れ

の

個
別
研
究
が

行
な
わ

れ
て

い

る
。

研
究
環
境
の

風
通
し

を

良
く
す
る

に

は
、

研
究
方
法
も

対
象
も

様
々

で

あ
る

こ

と

を
確
認
す
る

の

が

有
効
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な

自
他
の

反
省
を

高
め

る

た
め
に

は、

で

き

る

だ

け
多
様
で

多
層
な

ビ

ジ
ョ

ン

を
、

作
業
の

出
発
点
に

組
み

込
ん

で

お

く

必
要
が

あ
り、

後
期
・

ウ

ィ

ル

バ

ー

の

四
象
限
図
は、

そ
の

た
め

の

有
力
な
一

つ

に

な

り

得
る

。

　
ウ
ィ

ル

バ

ー
の

四

象
限
図
に

は、

近
現

代
（
一

部、

古
代）

の

著
名
な

思
想
や

学
説
が
、

そ
れ
ぞ

れ

限
定
さ

れ

た

射
程
で

も
っ

ぱ
ら

有
効
で

あ
る

こ

と

が

図

示
さ

れ

て

お

り
、

縦
軸
の

上

方
向
を
「

個
人
的
」 、

下
方

向
を

「

集
団
的
」

、

横
軸
の

左
側
を
「

内
面
」

「

解
釈
（

学）

的
」

「

意

識
」

、

右
側

を
「

外
面
」

「

独
白
的
」

「

経
験
的、

実
証
的
」

「

形
式
」

、

と

指
示
し

て

い

る
。

　
宗
教
研

究
の

射
程
確
認
の

た
め
に、

こ

の

よ

う
な

見
方
が

ど

う

有
効
な

の

か
、

例
と

し
て

ベ

ラ

ー

批
判
を

見
る

と、

ベ

ラ

ー

は、

「

左
下

象
限
と

そ

の

主

要
な

二

つ

の

レ

ベ

ル
、

そ

し

て

各
レ

ベ

ル

で

の

主
要
な

二

つ

の

タ

イ

プ
に

焦
点
を

合
わ

せ

て

い

る
」

と

位
置
付
け
ら
れ

る
。

　
『

構
造
と

し

て

の

神
』

の

第
七

章、

「

今
目
の

宗
教
社
会
学
」

の

要
点
は

、

「

本
格
的
な

宗
教
」

と

「

合
法
的
な

宗
教
」

の

区
別
に

あ

り、

多
く
の

宗

532（1624）
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教
社
会
学
は

「

本
格
性
の

度
合
」

目
「

垂
直

的
な

次
元
」

を

知
ら

な

い

と

批

判
さ
れ

る
。

ウ
ィ

ル

バ

ー
は

「

そ
れ

ぞ
れ

十
分
に

舎
法

的
」

な

九
つ

の

宗

教
の

定
義
を

整
理
し

て

い

る
。

そ

の

う
ち
八

つ

目
は
「

合
法
的
」

宗
教
で

「

マ

ナ
」

を

用
意
し

「

タ

ブ
ー

」

を
回
避
す

る
、

水
平
的
な
ト

ラ

ン

ス

レ

ー
シ

ョ

ン

を

有
効
に

す

る
。

九
つ

目
は

「

本
格
的
」

宗
教
で
、

「

も
っ

と

も

中
心
的
な

意
味
で

宗
教
的
で

あ
る

と
目
さ

れ

る

あ
る

特
定
の

次
元
・

レ

ペ

ル
」

へ

向
か

う、

垂

直
的
な

ト
ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー
シ

ョ

ン

を

有
効
に

す
る

。

「

合
法
性
の

危
機
」

と

は、

マ

ナ

お

よ

び

不

死
の

記
号
が

統
合
的

防

衛
的
な
昨
日
を

果
た
し

そ

こ

な
う、

つ

ま

り

翻
訳
11
変

換
の

失
敗
の

結

果
で

あ

り
、

「

本
格
性
の

危
機
」

と

は
、

「

も
っ

と

高
次
レ

ベ

ル

の

世
界
観

か

ら
の

挑
戦
に

直
面
」

し

た

と

き

に
、

変
形
目

変
換
の

第
皿

歩
と

し
て

起

こ

る
。

そ
し

て
、

す
べ

て

の

宗
教
（
ま
た
は

世
界
観）

は
、

合

法
性
と

本

格

性
の

度

合
と

い

う
二

つ

の

異
な

っ

た

独
立
変

数
を

尺
度
と

し

て、

「

妥

当
性
の

度
合
」

を

判
定
で

き

る

と

い

う
。

　
禅
仏
教
の

瞑
想
実
践
を
ベ

ー

ス

に

し
た
ウ

ィ

ル

バ

i
自
身
の

宗
教
研
究

が
、

極
度
に

個
人

的
・

内
面
的
な

関
心
と
垂

直
的
な

志
向
を
持
っ

て

い

る

こ

と

は

歴
然
と

し
て

い

る
。

た

だ

し
、

統
合
的
ビ

ジ
ョ

ン

を
主

張
す
る

か

ら
に

は
、

そ

こ

に

自
閉
す

る

こ

と

は

も
は

や
あ
り

得
ず

、

宗
教
研
究
に

お

い

て

は
、

二

つ

の

方
向
を

自
ら

推
進
し
よ
う
と
し
て

い

る
。

｝

つ

は
ト

ラ

ン

ス

パ

ー
ソ

ナ
ル

心
理

学
の

応
用
で

あ
る
ト

ラ

ン

ス

パ

ー

ソ

ナ
ル

社
会
学

（
11
超
越

的
社
会
学）

と

い

う
か

な

り
エ

ク
ス

テ

ン

シ

ヴ

な

課
題
で

あ

り、

も

う
一

つ

は
瞑
想

実
践
の

自
然
科
学
的
実

験
に

よ

る

裏
付
け
と

い

う

き
わ
め

て

イ
ン

テ

ン

シ

ヴ
な

課
題
で

あ
る

。

　
「

ト
ラ

ン

ス

パ

ー
ソ

ナ
ル

社
会
学
」

「

超
越
的
社
会

学
」

は、

「

階
層
秩

序
」

を

考
慮
し
た

「

批

判
的
規
範
的
な
宗
教
社
会

学
」

で

あ
り

、

そ

の

際

の

有
力
な

道
具
の
一

つ

が
、

「

本
格
性
」

と

「

合
法
性
」

と

い

う
対

概
念

で

あ
る

。

宗
教
社
会
学
で

現

在
流

行
し
て

い

る

言

葉
で

言
え
ば、

こ

の

「

合
法

性
」

と

は

「

公
共

性
」

の

こ

と

で

あ
り

、

宗
教
社
会
学
で

は
む

し

ろ

主
流
で

あ
り

続
け
て

い

る

テ

ー
マ

と

言
っ

て

よ

い
。

他
方、

ウ

ィ

ル

バ

ー
の

言
う

「

本
格
性
」

と

は

宗
教
の

発
達
段
階
の

こ

と

で

あ
り

、

こ

の

よ

う
な

規

範
的
価
値
を

強
調
す

る

宗
教
研
究
者
は

周
辺
的
で

あ

る
。

　
ウ

ィ

ル

バ

ー
を

読
み

進
む
な

か

で
、

私
が

随
所
で

疑
問
を

覚
え

る

点

は
、

「

死

者
」

「

死
後
世
界
」

が
ほ
と

ん

ど

主
題
化
さ

れ
て

い

な

い

こ

と

で

あ
る

。

じ

っ

さ

い
、

永
遠
の

哲
学
の

「

非
二

元

的
な

伝
統
」

に

と

っ

て

は
、

生
者
と
死

者
の

区
別
は

問
題
と

な

ら
な

い
。

生
と

死
の

関
係
を
主
題

化
す

る

と
、

そ
う
し
た

ト

ラ

ン

ス

パ

ー

ソ

ナ

ル

な
「

ス

ピ

リ
ッ

ト
」

の

壮

大
な

説
明
と

比
べ

て
、

自
己

収
縮

的
な
パ

ー

ソ

ナ
ル

な

段
階
の

「

ソ

ウ

ル
」

を

強
調
せ

ざ
る

を

得
な

く
な
る

こ

と

が

わ
か

る
。

現
象
学
的
社
会
学
に

お

け

る

超
越
概
念

諸

岡
　
了

介

　
→

九
六
七

年
に

『

見
え

な
い

宗
教
』

（
英
語
版）

を

発

表
し

た

ト

ー
マ

ス

・

ル

ッ

ク

マ

ン

は
、

そ
の

後、

ア

ル

フ

レ

ッ

ド
・

シ

ュ

ッ

ツ

に

よ
る
超

越
の

現

象
学
に

触
発
さ

れ
な
が
ら、

宗
教
の

私
事
化
論
を
深
め

る
か

た
ち

で

「

超

越
の

縮
減
」

論
を
展

開
し
て

い

る
。

　
ル

ッ

ク

マ

ン

が

編
集
を
行
っ

た

遺
稿
『

生

活
世
界
の

構
造
』

で
、

シ

ュ

ッ

ツ

は

「

大
規
模
な

超
越
」

「

中
規
模
な
超
越
」

「

小
規

模
な

超
越
」

と

い
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